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実習概要 

実習コース 

 2週間コース・４週間コース どちらとも可 

概要 

消化器疾患の患者を数名受け持ち、主治医団の一員として診療に参加します。消化器内科の各種検

査、治療の見学も行います。毎日、担当患者の医療面接と身体診察を行います。毎朝のカンファレンス

では担当患者についてカンファレンスで口頭プレゼンテーションを行い、治療方針についてディスカッ

ションをします。担当患者以外についての情報も共有できるので、幅広く学ぶことができます。救急症

例では短時間で適切な検査を行い診断、治療に進む一連の流れを経験できます。受け持ち症例の中から

1症例、スライドにまとめて発表する機会を最終週に設けます。 

実習スケジュール 

1.  担当症例 

① 指導医と毎日回診（※時間を毎日確認すること）する。検査、治療、ICにも同行する。 

② カンファレンスでのプレゼンテーション：担当患者の入院時・検査前後に行う。  

２．モーニングカンファレンス（毎朝8時30分から）：担当患者についてプレゼンテーション。 

担当患者以外の検査・治療に関して情報共有。当日の検査・処置予定の確認。 

３．救急外来見学 

４．外来見学 

５．検査見学：担当患者の処置を見学。 

６．ミニレクチャー 



7. キャンサーボード（第3火曜16時30分から）：外科、放射線科、血液腫瘍内科との合同カンファレ

ンス。 

 

 

 

学生へのメッセージ 

・消化器内科が対象とする臓器は多く、疾患も多岐にわたります。多くの患者さんが消化器に関連した

症状を訴えます。将来消化器内科医になる人はもちろん、ほかの科を専攻する人にとっても消化器領域

の知識や初期対応力は必要です。実習を通して消化器内科医がどのように判断し対応しているか経験し

てください。 

・内視鏡機器の開発や技術の進歩によって新たな診断・治療方法が考案され治療成績も向上していま

す。技術を習得し患者さんの治療に役立てることができるやりがいを感じられる領域です。興味のある

方は胃カメラの実機を使ってモデルで操作体験も指導します。 

・皆、話しやすいので、消化器内科のことに限らず、医者生活のあれこれなど、聞いてください。 
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